
第４学年Ｂ組 学級活動指導案

授 業 者 中田 貴広
研究協力者 佐藤 修司

１ 活動題 みんなが認め合う学級になるために

２ 子どもと活動題
(1) 子どもについて

子どもたちは、学級の諸問題を解決したり、自分たちの生活をよりよいものにするための
アイデアを生み出したりする場として、学級会を大切にしてきた。これまでの学級会では、
「教育実習の先生たちを迎える会をしよう」や「お楽しみ会を開こう」等の集会活動を計画
し、実践してきた。また、充実した学校生活を送るために「４Ｂの係活動を見直そう」や「４
Ｂの掃除の仕方を見直そう」を議題として話し合ってきた。
輪番制で行っている司会グループは、話合いの進め方には慣れてきているが個人差があり、

時間内に合意形成することができなかったり、自分と異なる意見を受け止め、多様な意見の
よさを生かした合意形成をすることができなかったりすることが課題である。参会者につい
ては、発言する児童に偏りがあったり、自分の意見に固執し意固地になったりしている子ど
もも見られる。そのため、必要に応じて、教師が合意形成に向けて友達の考えのよさに目を
向け、それを受け入れ折り合いをつけることの大切さについて助言を必要とする場面が何度
かあった。

(2) 活動題について
本活動題では、合意形成に向けて、友達の考えのよさに目を向け、それを受け入れながら

全員が納得できる解決方法を考えるという資質・能力を育むことを目指す。これまでの学級
での生活を振り返り、学級会で話し合いたいことを募集したところ、「友達関係についての
不安がある」「全員が安心して生活できるクラスにしたい」などの人間関係に関わる意見が
多数寄せられた。日々の学校生活においても、互いのよさを十分に理解できず、人間関係が
固定化、グループ化した中で過ごしている児童も見受けられる。そのことが、学習における
対話や学級会の話合いなどにも少なからず影響を与えている。
そこで、本時の話合い活動を通して、「人間関係をよりよくするための課題を見いだし、

話合いのポイントに沿って話し合う」「多様な友達の意見のよさや不十分さは何かを焦点化
して、学級にとってよりよい解決方法を考えていく」という見方・考え方を働かせながら資
質・能力を育てていく姿を期待して、本活動題を設定した。

(3) 指導について
事前の活動として、学級全体に学級をよりよくするための議題を募るために事前アンケー

トを行う。そして、そのアンケートを基にして、事前に司会グループが提案の中から自分た
ちで話し合って解決できるものは何かを考え、学級全体に提案する。その議題は、事前アン
ケートの結果の中から、特に「友達関係についての不安」に着目できるように声かけをして
いく。
学級全体で、議題を確認し、今の学級の実態を振り返る時間を設ける。そして、「友達と

の仲を深めるためにどんな取組ができるか」という活動題を設定する。その後、どんな取組
ができるかについて、全員が意見カードを書く。その内容を基に本時の前に学級会を設定し
どんな取組ができるか話し合い、「お試しの活動」をする候補を絞り込む。本時の前に司会
グループは意見カードを集約しておく。司会グループと教師で行う事前の打ち合わせでは、
集約された意見カードを確認し、取組を考えるポイントとなる「目的に沿っているか・長所
（メリット）・短所（デメリット）」に沿った意見であるか、統合できるものはないかを考
える。そして、それぞれの取組をどのような観点で比較すればよいかを話し合い、話合いの
展開をシミュレートし学級会に臨むことができるようにする。
本時の話合いでは、自分とは異なる立場の多様な意見を受け入れ、お互いの考えのよいと

ころを生かしながらよりよい合意形成につながるように、自他の立場や納得度を可視化しな
がら話合い活動を進めていく。「出し合う」段階では、提案理由や話合いのポイントに焦点
を当てて、賛成意見と反対意見を出し合った後、改善案によって、原案の不十分さをよりよ
いものに変える話合いを行う。次の「くらべる」段階では、自分たちの願いに焦点化した説
得力のある具体例や「お試しの活動」から得た考えを挙げながら説明させ、改善された原案
同士を比べながら意見を絞り込んでいく。最後の「決める」段階では、絞り込んだ意見に改
善を加え、まとめていく。本時の課題は、この段階でいかにして一人一人の考えを生かしな
がら多くの納得を得られる考えをつくり出すかにあると考える。よりよい意見を決定した後、
納得度の低い児童の意見を聞いたり、意見が異なる者同士が交流したりする場を設定する。
また、よりよい合意形成につながる手掛かりとして「話合いの技」を示すことで、全員が納
得できる解決方法を考えられるようにする。
事後の決まったことを実行してから振り返るまでのを活動では、事前から事後の活動まで

の一連の活動を通して、改善点を見いだすことができるように、振り返りカードに、実践か
ら見えた成果や成長、課題を記入する欄を設け、学級全体で共有し、課題を解決する場面を
設定する。また、話合い活動においては、チェックシートを活用して話し合いを振り返りな
がら、よりよくするための意見を出し合い、次の話合いに生かせるようにする。この活動を
繰り返し行い実践の継続を図るようにしていく。

３ 活動題の目標〈記号は本校の資質・能力表による〉
(1) 話合いの流れを理解し、立場を明確にしながら意見を述べることができる。

〈イ-28、ウ-３〉
(2) 相手の解決すべき課題は何かを焦点化して、学級にとってよりよい解決方法を考えること
ができる。 〈ア-11、イ-20・25〉

(3) 議題の趣旨を生かしながら、自分たちの課題に対する解決策をより建設的に考えようとし
ている。 〈イ-４・19〉



４ 活動の構想（総時数３時間）

本活動

時 児童の活動 教師の主な支援 評価 〈本校の資質・能力との

間 （・予想される子どもの姿） 関連〉

朝 ・それぞれの取組のよさを視覚的に
の 比較できるよう、話合いの中で出
会 た意見を観点ごとに表に整理した

ものを提示する。

・見通しをもって進行できるように
意見カードに書かれている考えを

休 整理しながら取り上げる意見や、
み 話合いの方向性について、司会グ
時 ループと事前に話合いの場を設定
間 する。

・話合いの観点から見て最もよい案
を絞り込むことができるよう、提
案が説得力のある具体例や「お試

休 しの活動」から得た考えを挙げな
み がらプレゼンテーションをし、全
時 体で共通理解を図る場を設定す
間 る。

・課題を焦点化して話合いが進めら ・議題の提案理由や話合
１ れるよう、「取組を考えるポイン いのめあてに立ち返り

ト」や提案者の原案のよさと不 ながら、論点を外れる
十分さを適宜確認できるような ことなく話し合ってい
資料をモニターに提示する。 る。

〈イ-28、ウ-３〉
・一人でも多くの考えが全体の話合
いで生かされるよう、小グループ

休 での情報交換の場を設定するよう
み 司会グループに助言する。
時
間 ・よりよい意見をできるだけ多くの

納得を得られるよう、納得度を可
視化させ、納得度の低い児童の意 ・解決すべき課題を焦点

２ 見を聞いたり異なる立場同士で交 化しながら、友達の意
本 流したりする場を設定する。 見を参考にして、新た
時 な意見を行ったり改善

・話合うポイント（「学びのものさ 案を出したりしてい
し」）から逸れた場合は、提案理 る。
由や「目的に沿っているか・長所 〈ア-11、イ-20・25〉
（メリット）・短所（デメリット）」
に立ち返って考えるよう助言す
る。 ・話合いのポイントに沿

３ ・改善された原案同士を比べながら って複数の意見を比較
意見を絞り込むことができる話合 したり、部分的な賛否
いとなるよう、状況に応じた「話 を明確にしたり、代案
合いの技」を選択するよう、司会 を示したりしながら、
グループに助言する。 お互いの考えのよさを

生かして発言したり、
休 ・一連の活動の学習過程を一枚に示 考えたりしてる。
み したシートで活動を振り返り、成 〈イ-４・19〉
時 果と課題を共有し、次の一連の活
間 動に向けての意欲が高まるように

する。

◎本活動で育む主な資質・能力
合意形成に向けて、友達の考えのよさに受け入れながら全員が納得できる解決方法を考える。

〈ア-11・イ-25〉

落とし物について考えよう
クラスの課題について話し合い、自分に合ったよりよい解決方法を意思決定し、実行することができる。

学級活動（１時間）
「みんなが認め合う学級にな

るために」できる取組について
話し合い、「お試しの活動」と
して行う候補を絞り込む。
・時間内にできるかな。

学級活動（１時間）
「みんなが認め合う学級

になるためにできる取組に
ついて考えよう」の議題で
話し合う。
・○○大会はチームで協力する
よさがある。

・準備がなくすぐできそうだ。

実践した活動をふり返る。
・人間関係がよりよくなり、み
んなが認め合えるようになっ
た。

学級会で話し合いたいことを
募集し、議題を設定する。
・お楽しみ会をしたいな。
・友達関係に不安があるな。
・みんなが仲良くなる活動がで
きないかな。

学級活動（１時間）
話合いで決まった取組を実践

する。
・前よりクラスの雰囲気がよく
なった。

休み時間に、提案者の原案を
「お試しの活動」として行い、
感想や意見をカードに書く。
・この活動で友達との仲が深ま
るかな。

学校生活の悩みをアンケート
に記入し、悩みの原因を考えた
り、解決の方法として意見を出
し合ったりする。
・特に何もない。
・もめ事が結構あるな。

お互いを認め合い友達との仲
を深めるためにどんな取組がで
きるか意見カードに記入する。
・〇〇ゲームがよいと思う。
・〇〇大会をしたい。

４Ｂの係活動を見直そう
相手の考えのよさ取り入れながら改善の方法を決めることができる。



５ 本時の実際（２／３）
(1) ねらい 提案者の原案のよさや不十分さに着目し、学級の解決すべき課題を焦点化するこ

とを通して、お互いを認め合う取組をよりよくする工夫について話し合うことがで
きる。 〈イ-25〉

(2) 展 開
○「学びのものさし」を働かせて省察したり、自律的に学習を進めるためたりするための支援

時間 学習活動 教師の支援 評 価
（・予想される子どもの姿）

３分 ① 提案理由や話合いのポイ ○話合いのポイント（「学びのものさし」：以下省略）
ント、決まっていることを に沿った意見をもった上で話合いに参加することが
確かめる。 できるよう、予め意見カードに記入する時間を設定

・取組を通して友達との仲が深ま する。
るとよいな。

議題 みんなが認め合う学級になるためにできる取組について考えよう。

３分 ② 話合いの流れを確認す ・話合いのポイントが明確になるよう、「お試しの活
る。 動」の中で最もよかった原案が今回の議論の対象に

・今日はクラスのみんなが納得で なっていることを全体で確認する場を設定する。
きる工夫を考えよう。

・それぞれの取組のメリットを比 ・「お試しの活動」の改善点を明確にして話し合うこ
べてみよう。 とができるよう、必要に応じて司会者が参会者に原

案の不十分さに着目して話合いを進めることを伝え
る場を設定する。

○友達の意見とのつながりを意識して発言ができるよ
うに、「話合いの技」（「学びのものさし」）をモニタ
ーに提示する。

○話合いの流れや考えを捉えやすくするよう、短冊黒
板に書かれた複数の意見を線で結んだり、統合した
案を書いたりすることを助言する。

・話合いがポイントから逸れていかないように、提案
４分 ③ 提案者の原案の内容を確 理由や「目的に沿っているか・長所（メリット）・

認する。 短所（デメリット）」に立ち返って考えるよう助言
・「お試しの活動」では、時間配 する。
分に問題があったな。

・改善された原案同士を比べながら意見を絞り込むこ
25分 ④ 取組をよりよくする工夫 とができる話合いとなるよう、状況に応じた「話合

について話し合う。 いの技」を選択することを、司会グループに助言す
・〇〇大会はやっていて楽しいし る。
盛り上がると思うよ。

・〇〇ゲームと△△ゲームのよい ・一人一人の考えを生かしながらより多くの人の納得
ところを合わせたら、もっと友 が得られる考えをつくり出すことができるよう、納
達との仲が深まると思うな。 得度を可視化し、納得度の低い児童の意見を聞いた

り、異なる立場同士で交流したりする場を設定する。
７分 ⑤ みんなが認め合う学級

になるためにできる取組 提案者の原案のよさや不十分さを捉え、改善点を
を決定する。 を焦点化しながら、みんなが認め合う学級になるた

・提案者が考えた原案がよりよい めにできる取組をよりよくする工夫について話し合
ものになってよかった。 っている。 〈イ-25〉（シート・発言）

３分 ⑥ 今回の話合いについて振 ・今後の活動への意欲と自己有用感をもつことができ
り返り、次の活動への見通 るように、話合いのよさを価値付ける。
しをもつ。

・友達のよい意見を取り入れて、 ・一連の活動の学習過程を一枚に示したシートで活動
たくさんの人が納得できる解決 を振り返り、成果と課題を共有するとともに、自分
方法が考えられてよかった。 や学級の成長に気付き、次の一連の活動に向けての

意欲が高まるようにする。

話合いのめあて

・「取組を考えるポイント」を

使ってクラスが納得できる

取組を考えよう。

取組を考えるポイント

・目的に沿っているか

・長所（メリット）は何か

・短所（デメリット）は何か



令和５年度 特別活動実践・研究計画

部員 ○中田 貴広、渡部 和朝、保坂 智子、柴田 省吾、山田 幹、山﨑 麻絵

研究テーマ
仲間との関わりを主体的に求め、学校生活の充実と向上を目指す
子どもを育む学び

～よりよい人間関係を形成する学級活動を通して～

１ 研究テーマについて
これまでの実践で、提案理由と話合いのポイントを焦点化し話合いを進めることが、

学級の課題を自ら見いだして議題に対する提案の解決に繋がる発言をしたり児童主体で
よりよい合意形成や意思決定を図ったりすることにつながることが示された。また話合
いのポイントや「話合いの技」を振り返りの項目に取り入れたことが、合意形成の方法
や友達の意見のよさなど、合意形成に必要な要素に対する気付きを与えるという成果を
得ている。
しかしその一方で、振り返りにおいて次の活動のめあてについて考える項目がなく、

次の一連の活動とのつながりを意識させることが希薄になっていることが明らかになっ
た。また、生活上の課題解決に向かう話合いでは、異質な立場の他者とも協働的に議論
したり納得度の低い児童の意見を引き出し取り上げたりしていく必要があるが、そこま
でには至っていない。そのような納得度の低い児童の思いを整理、価値付けしながら学
級全体に広めていくことが課題である。
これらを踏まえて、研究テーマは前年度の「仲間との関わりを主体的に求め、学校生

活の充実と向上を目指す」を継承している。学級活動で一人一人の考えを可視化するこ
とを通してよりよい合意形成を図ると共に振り返りの視点を明確にし一連の活動を繰り
返すことで、多様な他者を認め自ら関与を深めながらよりよい人間関係を築き、望まし
い学校生活を協働して作り上げる態度が育つことを期待して、実践を積み重ねていく。

特別活動で目指す自律した子どもの姿
・議題に関する既定事項や前提条件などへの理解を深めることで、予め話合いの流れ
を構想し、合意形成への見通しをもって自律的に話合いを進行する姿

・議題の提案理由を踏まえて自分なりの解決方法を考えたり、話合いの展開に即して
意見を柔軟に修正したりして建設的に話し合う姿

・自分たちの生活上の諸問題から課題を見つけ、その解決に向けて学級活動を有効に
活用しようとする姿

図：特別活動 自律した学習者を育てる学習のプロセス

２ 研究の重点〈○は具体的な取組の例〉

よりよい合意形成につながる省察のものさしを更新するための手立て
○一人一人の考えを生かしながら多くの納得を得られる考えをつくり出す学習展開
の工夫
・話合い活動で自他の立場や納得度を可視化し、異なる立場同士の交流や納得で
きない理由に焦点を当てる場を位置付ける。

○事前から事後の活動までの一連の活動を通して、改善点を見いだす省察の工夫
・振り返りカードに、実践から見えた成果や成長、課題を記入する欄を設け、学
級全体で共有し、課題を解決する場面を設定する。
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【小中連携】

令和５年度「学級活動における話合いの資質・能力」表

※ □は資質・能力の取扱い学年，■は資質・能力の定着学年を示す。

取扱いでない学年は，教師が指導を加えたり，話合いの途中で指示を出したりする。

内 容 １ ２ ３ ４ ５ ６ １ ２ ３

ア 議 1 会のねらいを確認する。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

題 「今日は○○について話し合います。」

司 や 「今日は○○をみんなで解決しましょう。」

会 順

者 序 2 話合いにたどりつくまでの条件について確認する。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

の 「○○さんから△△について発言してもらいます。」

確 「まず○○について確かめます。」

認

3 話題が複数のときに優先順位を決めたり，たずねたりする。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■

意 4 賛否を問う。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

見

交 5 発言に耳を傾ける注意を喚起する。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

換

6 発言者に対して不明な点を問い返す。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

「○○について，もう一度お願いします。」

7 小グループでの討論を設定する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

8 発言者の順番を指示する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

9 勝手な発言を制止する。 □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

10 討論の途中経過での到達点を確認する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

「現在○○まで話合いが進みました。」

11 議題に即した話題に焦点化する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

「○○については，詳しく話し合います。」

「今このような意見が出されましたが，このことについてみな

さんの考えを聞かせてください。」

12 不適切な発言に訂正を求めたり，記録から削除したりする。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

13 討議の中で，発言が必要と判断した人に発言を促す。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

「このことについては○○さんから発言してもらいます。」

14 論点を整理して，具体的に参会者に返す。 □ □ ■ ■ ■ ■

「今の発言は言い換えれば○○ということだと思います。みな

さんはどう思いますか。」
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15 論議の矛盾を指摘する。 □ □ ■ ■ ■ ■

「今は○○について話し合っていますので，その内容は後で発

言して下さい。」

16 参会者の視点を意図的にずらして，別の視点を提示する。 □ ■ ■ ■ ■

「このような点についても意見を出して下さい。」

17 新しい課題が派生したことを伝える。 □ □ ■ ■ ■

18 話合いの内容にふさわしい形態・進め方を選択して進める。 □ ■ ■

19 話合いが目的に沿って進むよう，提案や発言の内容を整理（分 □ ■

類したり，まとめたりして）しながら進める。

20 話合いが効果的に展開するように，進行の仕方を工夫し，それ □ □

ぞれの考えのよいところを生かしながら進める。

決 21 発言が出尽くしたら多数決をとる。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

定

22 結論を提案者に伝え，賛否を問う。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

23 黒板・ノート書記に記録内容を確認する。 □ ■ ■ ■ ■ ■

24 発言内容を具体化して，参会者に伝える。 □ □ ■ ■ ■ ■

イ 提 1 みんながわかるような場に応じた声で提案する。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

案

参 理 2 何について話し合いたいのかを理由をつけて提案する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

会 由

者 の 3 何について話し合いたいのかがよくわかるように，根拠を明ら □ □ ■ ■ ■ ■ ■

説 かにし，資料などを提示しながら提案する。

明

4 日常生活にかかわることから必要な話題を見つけ，提案する。 □ □ □ □ ■ ■

5 社会生活にかかわることから必要な議題を見つけ，提案する。 □ □ ■

6 人との交流を通して，話し合うための材料を集め，整理する。 □ □ ■ ■

7 多様な方法で，話し合うための材料を集め，整理する。 □ □ □ ■

8 目的や状況に応じて，資料や機器などを効果的に活用して提案 □ □ □ ■

する。

9 提案理由や趣旨を明確にし，異なる立場の考えを想定して説明 □ ■

する。

10 司会に指名されたら発言する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■



- 3 -

11 賛否を操作するような言動を慎む。 □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

態

度 12 発言の途中で口をはさまずに聞く。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

や

心 13 場に応じて，相手に通じる声量で話す。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

情

14 発言者を尊重する言葉遣いで話す。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

16 他の発言を注意して耳を傾ける。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■

17 話し合ったことを基に，考えをまとめる。 □ □ □ ■ ■ ■

18 話し合ったことを基に，考えを広げる。 □ □ □ ■ ■

19 話し合ったことを基に，課題解決に向けて互いの考えを生か □ □ □ ■ ■

す。

発 20 議題に即した発言をする。 □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

言

の 21 友達の発言に対して，補足や賛成・反対の立場を明確にして意 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

仕 見を述べる。

方 「○○さんの意見に付け足しで，△△ということもありま

す。」

「私は○○さんの意見に反対で，△△というように考えま

す。」

22 発言内容の不明な点について問い返す。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

「○○のところを私は△△と思ったのですが，どうですか。」

23 自分の意見に理由をつけて発言する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

「私は○○だと思います。何故かというと△△だからです。」

24 討論の進行順や方向性について意見する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

「最初に○○について話し合った方がいいと思います。」

「今は○○について話し合った方がいいと思います。」

25 提案理由や議題との整合を吟味したり，友達の意見と比較した □ □ □ ■ ■ ■

りして，相手の意見のよさを見出したり，他へ譲ったりする。

26 代案を示す。 □ □ ■ ■ ■ ■

「私は前に○○と言いましたが，△△という考え方もありま

す。」

27 部分的な賛否を明確にして発言する。 □ ■ ■ ■ ■

「○○さんの△△という点については賛成ですが，□□という

考えもあると思います。」

28 話す速度や音量，語句の選択，相手や場に応じた発言をする。 □ □ □ □ ■ ■
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29 話題や話の方向性を的確にとらえて発言する。 □ □ ■ ■ ■

30 他の人の立場や考えを尊重し，目的に沿って発言する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■

31 場の状況や相手の様子に応じて発言する。 □ □ □ □

32 さまざまな方法を取り入れ，説得力のある発言をする。 □ □ □ □

33 敬語を適切に使って発言する。 □ □ □ □

34 対立する意見の双方のメリット・デメリットを吟味して意志決 □ □ □ ■

定する。

「◆の立場を取ったときのメリットは○○だが，デメリットは

▲▲だ。デメリットを最小限におさえるために◇◇しよう。」

小 35 ３，４名程度の小グループで，自分の考えを述べる。 □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

グ

ル 36 小グループの討論で，話合いを進行する。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

｜

プ

で 37 小グループの討論で代表的な意見を述べる。 □ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

の

話 38 小グループで話し合われたことを基に，個人的考えを述べる。 □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

合 「グループで話し合ったときに○○という考えが出されまし

い た。そこで私は△△というふうに考えました。」

ウ 1 発言者の考えを整理し，要点を書く。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

黒 2 決定事項や関連事項を記号や線などを用い，司会者や参会者に □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

板 わかりやすくまとめる。

記

録 3 対立点がわかるように，整理して書く。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■ ■

者

4 必要に応じて，会の進行について意見する。 □ □ □ ■ ■ ■ ■ ■

5 黒板に記されたことを確認しながら決定事項を全員に伝える。 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

「今日決まったことは○○です。」

6 必要に応じて司会者に助言をする。 □ ■ ■ ■ ■

エ 1 決定事項を分かりやすく整理して説明する。 □ ■ ■ ■ ■ ■

記 2 必要に応じて司会者や書記に助言をする。 □ ■ ■ ■ ■

録

者 3 司会や参会者へのねぎらいや意欲喚起の言葉を添えて伝える。 □ □ ■ ■ ■ ■

学級活動の学びを深める「見方・考え方」

・各教科等における「見方・考え方」を活用して，自己及び学級や学校の問題をとらえ，よりよい人間関係の形成，

よりよい集団生活の構築や社会への参画，自己の実現に結び付けようとする。
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